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5 月の新刊ラインナップ　　  詳細は同封の新刊案内／別刷り注文書をご覧ください。今月のみ受注の書目です。

大学教育
アカデミック・スキルズ
プレゼンテーション入門　学生のためのプレゼン上達術
大出敦・直江健介 著

本体予価 1,400円

アメリカ経済 なぜ中間層は没落したのか　アメリカ二重経済のジレンマ
ピーター・テミン 著／栗林寛幸 訳／猪木武徳 解説

本体予価 2,700円

政治思想 市民の義務としての〈反乱〉  
イギリス政治思想史におけるシティズンシップ論の系譜 　梅澤佑介 著

本体予価 3,200円

政 治 入門講義　安全保障論　宮岡勲 著 本体予価 2,500円

経 済 時代の「見えない危機」を読む　
迷走する市場の着地点はどこか 　黒瀬浩一 著

本体予価 2,700円

6 月イチ押し新刊 　受注期間 2か月の “注目の書目 ”です！

現代思想 漂泊のアーレント 戦場のヨナス　ふたりの二〇世紀 ふたつの旅路 　
戸谷洋志・ 百木漠 著

本体予価 2,000円

政 治 テロとは何か（仮）　〈恐怖〉というジレンマ　小林良樹 著 本体予価 2,600円

経 済 宗教の経済学　信仰はデータで分析できるのか（仮）
レイチェル・M・マックリアリー、ロバート・J・バロー 著／田中健彦 訳／大垣昌夫 解説

本体予価 2,700円
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ISBNは 978-4-7664を省略しています。
　　↓

【番線印】 話題書のご注文は今すぐFAXで！
　　03ー3451ー3122

出荷条件：返品条件付注文品

※弊社HPでは書店様専用ページ（http://www.keio-up.co.jp/shoten/）を設けております。 
また Twitter（＠ KEIOUP）、Facebook（facebook.com/keioup）では、最新刊のご案内に加え、フェアやイベントの情報も掲
載しておりますので、ぜひご覧ください！

話題の本

◎話題の本
ご注文部数 POP 書  名 著／編者 ISBN 判型 /頁数 本体価格 刊行年月

養蚕と蚕神―近代産業に息づく民俗的想像力 沢辺満智子 2644-1 A5判上／ 332 5,600 2020年 2月

ドラッグの誕生
―一九世紀フランスの〈犯罪・狂気・病〉 渡邊拓也 2640-3 A5判上／ 256 4,000 2019年12月

 日本のセーフティーネット格差
―労働市場の変容と社会保険 酒井正 2649-6 四六判上／ 352 2,700 2020年 2月

歴史書ご担当者さま　ご注目ください！
『ドラッグの誕生̶一九世紀フランスの〈犯罪・狂気・病〉』
（2019年 12月刊） ISBN：978-4-7664-2640-3　本体 4,000円
▶『北日本新聞』（2月 8日）、『秋田魁新報』『琉球新報』『南日本新聞』『岩手日報』
（2月 9日）、『山梨日日新聞』『京都新聞』『佐賀新聞』『徳島新聞』『山形新聞』
　『日本海新聞』『新潟日報』『大分合同新聞』『福井新聞』（2月16日）、『沖縄タイムス』
（2月 22日）、『河北新報』『長崎新聞』『東奥日報』『宮崎日日新聞』『中國新聞』
『山陽新聞』『下野新聞』（2月 23日）、『岐阜新聞』（3月 1日）、『山陰中央新報』
（3月 8日）、『神奈川新聞』（3月15日）に書評が掲載されました。
　評者は野村進氏（ノンフィクションライター）です。

書評

書評
歴史書ご担当者さま　ご注目ください！
『養蚕と蚕神̶近代産業に息づく民俗的想像力』
（2020年 2月刊） ISBN：978-4-7664-2644-1　本体 5,600円
▶『読売新聞』2020年 3月15日「本よみうり堂」に書評が掲載されました。
　評者は尾崎真理子氏（読売新聞本社調査研究本部客員研究員）です。

書評
経済書ご担当者さま　ご注目ください！
『日本のセーフティーネット格差̶労働市場の変容と社会保険』
（2020年 2月刊） ISBN：978-4-7664-2649-6　本体 2,700円
▶『日本経済新聞』2020年 3月14日の読書面「短評」に掲載されました。
▶『週刊エコノミスト』2020年 3月17日号に書評が掲載されました。
　評者は柳川範之氏（東京大学大学院教授）です。
▶『毎日新聞』2020年 2月 23日「今週の本棚」に書評が掲載されました。
　評者は大竹文雄氏（大阪大学大学院経済学研究科教授）です。


